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【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   1/00    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成23年11月25日(2011.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ウイルスを生成する方法であって、該方法は、以下の工程：
　０．０５％（ｗ／ｖ）～１％（ｗ／ｖ）の濃度のダイズ加水分解物および０．０５％（
ｗ／ｖ）～０．３％（ｗ／ｖ）の濃度の酵母加水分解物を含む動物性タンパク質非含有培
地中で細胞の培養物を増殖させる工程；
　該細胞にウイルスを感染させる工程；ならびに
　該感染させた細胞をインキュベートして、該ウイルスを増殖させる工程、
を包含する、方法。
【請求項２】
　前記細胞は、昆虫細胞、鳥類細胞および哺乳動物細胞からなる群より選択される動物細
胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記細胞は、ＢＳＣ－１細胞、ＬＬＣ－ＭＫ細胞、ＣＶ－１細胞、ＣＯＳ－細胞、ＶＥ
ＲＯ細胞、ＭＤＢＫ細胞、ＭＤＣＫ細胞、ＣＲＦＫ細胞、ＲＡＦ細胞、ＲＫ－細胞、ＴＣ
ＭＫ－１細胞、ＬＬＣ－ＰＫ細胞、ＰＫ１５細胞、ＬＬＣ－ＲＫ細胞、ＭＤＯＫ細胞、Ｒ
Ｋ細胞、ＢＨＫ－２１細胞、ＷＩ－３８細胞、２９３細胞、およびＭＲＣ－５細胞からな
る群より選択される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記細胞は、インフルエンザウイルス、ワクシニアウイルスおよび痘瘡、鶏痘ウイルス
、牛痘ウイルス、ダニ媒介脳炎ウイルス（ＴＢＥ）、ポリオウイルス、Ａ型肝炎ウイルス
、ロス川ウイルス、黄熱病ウイルスおよびそれら由来のキメラウイルス、西ナイルウイル
ス、日本脳炎ウイルス、風疹ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルス（ＨＣＶ）、流行性耳下腺炎ウ
イルス、麻疹ウイルス、ＲＳウイルス（ＲＳＶ）、単純ヘルペスウイルス（ＨＳＶ）、サ
イトメガロウイルス（ＣＭＶ）、エプスタイン‐バーウイルス（ＥＢＶ）、ロタウイルス
、および口蹄疫ウイルス（ＦＭＤＶ）からなる群より選択される、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　前記細胞がＶＥＲＯ細胞であり、前記ウイルスが、インフルエンザウイルス、ＴＢＥウ
イルス、ワクシニアウイルス、ポリオウイルス、Ａ型肝炎ウイルス、ロス川ウイルス、黄
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熱病ウイルスおよびそれ由来のキメラウイルス、西ナイルウイルス、日本脳炎ウイルス、
風疹ウイルス、ＨＣＶ、流行性耳下腺炎ウイルス、麻疹ウイルス、ＲＳウイルス、ＨＳＶ
、ＣＭＶ、ＥＢＶ、およびロタウイルスから選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ダイズ加水分解物および前記酵母加水分解物は精製されたものである、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記ダイズ加水分解物および前記酵母加水分解物は限外濾過されたものである、請求項
６に記載の方法。
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